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ふ
れ
あ
い
広
場
で
西
日
本
雪
合
戦
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
試
合
で
は
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
元
若
桜
町
チ
ー
ム
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
く
、
ま
た
今
大
会
は

バ
ザ
ー
な
ど
も
出
店
さ
れ
、若
桜
町
の
P
R
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

�
関
連
記
事
２
～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
♪
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ジュニアの部優勝「D'S チルドレン」

一斉にダッシュ！

チー　ムワークと作戦が大切！

応援に来た「花トリピー」と 個性的なフラッグの数々

試合前の緊張の瞬間

隙をついてスライディング！

コスチューム賞「チーム雪山ガール」 無駄に球を投げないのも　作戦

コスチューム賞「ラメールファイターズ」

審判団も真剣そのもの

　

２
日
間
に
渡
り
、
延
べ
約
１
６
０
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
大
会
を
盛
大
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

 一般の部　A リーグ 
　優　勝　　縁 ( えにし )【島根県出雲市】
　準優勝　　TEAM イシダ【倉吉市】
　３　位　　NANIWA さっと【大阪府大阪市】
　３　位　　王子 SWC 白次郎【米子市】
 一般の部　Ｅリーグ 
　優　勝　　若桜サムライエイト【若桜町】
　準優勝　　パワフルれんじゃーず【鳥取市】
　３　位　　竹内のチーム【米子市】
　３　位　　ポレポレキッズ☆【湯梨浜町】
 レディースの部 
　優　勝　　No Name【島根県出雲市】
　準優勝　　はっち【鳥取市】
　３　位　　TFA レディース【鳥取市】
　３　位　　ポレポレレディース【鳥取市】
 ジュニアの部 
　優　勝　　D’S チルドレン【若桜町】
　準優勝　　美和神戸スポーツ【鳥取市】
　３　位　　ワイルドだでぇわかさ【若桜町】
　３　位　　世紀ドントマンズ B【鳥取市】

～
若
桜
氷
ノ
山
雪
合
戦
～

ま
し
た
。「
若
桜
サ
ム
ラ
イ
エ
イ
ト
」
は
若

桜
学
園
７
年
生
の
野
球
部
員
で
結
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
、
昨
年
ま
で
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を
２

連
覇
し
て
お
り
、
今
年
は
一
般
の
部
で
見
事

30
チ
ー
ム
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
来
年
以

降
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
大
会
は
町
内
か
ら
多
く
の
バ

ザ
ー
出
店
を
募
り
、
お
買
上
げ
金
額
に
応
じ

た
空
ク
ジ
な
し
の
抽
選
会
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
来
場
者
か
ら
も
「
若
桜
の
味
も
楽
し
め

て
良
か
っ
た
」
な
ど
、
大
好
評
で
し
た
。

　

各
部
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご協賛ありがとうございました

　・㈱愛進堂

　・アサヒビール㈱

　・大塚製薬㈱

　・㈲智頭スポーツ

　・中央印刷㈱

　・㈱ティー・エム・オー

　・若桜観光㈱

　・若桜金融会

コスチューム賞
　・ラメールファイターズ【鳥取市】( 一般の部 A)
　・開通★茗荷谷渕見 BP【鳥取市】( 一般の部 E)
　・チーム雪山ガール【若桜町】( レディースの部 )

フラッグ賞
　・スノーファイヤー【若桜町】( ジュニアの部 )
　・中山スポ少野球部【大山町】( ジュニアの部 )
　・DAN ☆ KETSU【鳥取市】( 一般の部 E)

フェアプレーを誓って

　

去
る
2
月
9
日
（
土
）・
10
日
（
日
）
の

2
日
間
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
第
18
回
西
日
本

雪
合
戦
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
県
内
外
か
ら
56
チ
ー
ム
、
約

７
０
０
人
の
選
手
と
応
援
団
が
集
ま
り
、
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
Ａ
リ
ー
グ
優
勝「
縁(

え
に
し)

」

【
島
根
県
出
雲
市
】
は
北
海
道
壮そ

う

瞥べ
つ

町
で
開

催
さ
れ
る
第
25
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
、
本
大
会
の
代
表
と
し

て
活
躍
を
誓
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
Ｅ
リ
ー
グ
で
は
「
若
桜
サ
ム
ラ

イ
エ
イ
ト
」
が
優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
取
り

平成25年３月 2

手に汗握る白熱の攻防
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第52回氷ノ山スキー大会

　１月26日（土）にわかさ氷ノ山スキー場で、恒例の氷ノ山スキー大会を開催しま
した。県内外から94名の参加のもと熱い戦いが繰り広げられました。各部門の優勝
者と町内の選手の成績は次のとおりです。

アルペン男子
小学生・低（１～３年生）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 芦澤　海李 鳥取市 フロンティアスキークラブ
小学生・高（４～６年生）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 中家　健吾 兵庫県 井吹西小学校
10 森岡　　岳 若桜町 若桜学園
中学生
順位 氏　名 県名など 所　属

1 尾崎　凌玖 八頭町 フロンティアスキークラブ
12 山根　大輝 若桜町 若桜学園
16 君野　光輝 若桜町 若桜学園
少年
順位 氏　名 県名など 所　属

1 藤森　健史 智頭町 智頭スキークラブ
成年１部
順位 氏　名 県名など 所　属

1 山本　一範 智頭町 智頭スキークラブ
成年２部
順位 氏　名 県名など 所　属

1 北川　哲也 兵庫県 姫路レーシングチーム
成年３部
順位 氏　名 県名など 所　属

1 山根　安彦 兵庫県
マスターズ１部
順位 氏　名 県名など 所　属

1 波多野泰彦 鳥取市 フロンティアスキークラブ
マスターズ２部
順位 氏　名 県名など 所　属

1 石坂　克己 兵庫県 姫路レーシングチーム

アルペン女子
小学生・低（１～３年生）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 根石陽菜乃 岡山県 ライズレーシングクラブ
小学生・高（４～６年生）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 正冨　花帆 岡山県 柵原西小学校
中学生
順位 氏　名 県名など 所　属

1 伊藤　　花 八頭町 フロンティアスキークラブ
高校・一般
順位 氏　名 県名など 所　属

1 寺本　　優 境港市 山荘スキークラブ

クロスカントリー男子（クラシカル）
小学生（２．５㎞）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 森岡　　岳 若桜町 若桜学園
4 山本　創稀 若桜町 若桜学園
5 福田　智司 若桜町 若桜学園

中学生（５㎞）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 大石　風真 若桜町 若桜学園
2 大竹　　豪 若桜町 若桜学園
6 大橋宗一郎 若桜町 若桜学園

高校・一般（５㎞）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 宮脇　宏和 八頭町 八東中学校教職員

クロスカントリー女子（クラシカル）
小学生（２．５㎞）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 小林　笑果 兵庫県 おじろジュニアスキークラブ
中学生（２．５㎞）
順位 氏　名 県名など 所　属

1 入江香菜子 八頭町 八東中学校

若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に
さ
ら
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

鉄
道
は
通
学
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
で
自

家
用
車
が
利
用
で
き
な
い
方
に
と
っ
て
、
重

要
な
交
通
手
段
で
す
が
、
沿
線
人
口
の
減
少

や
高
校
生
の
通
学
パ
タ
ー
ン
の
変
化
な
ど
に

よ
り
運
行
収
入
が
減
少
し
、
経
営
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

若
桜
鉄
道
の
経
営
安
定
化
の
た
め
に
は
、

町
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
乗
車
運
動
が
必
要

で
す
。「
週
に
１
度
は
若
桜
鉄
道
を
利
用
し
て

通
勤
す
る
」、「
各
家
庭
で
回
数
券
を
購
入
す

る
」
な
ど
、
若
桜
鉄
道
を
存
続
す
る
た
め
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

利
用
促
進
の
た
め
の
、
主
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
若
桜
鉄
道
☎

（
82
）
０
９
１
９
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名　　称 利用区間 金　　額 実施時期 内　　　　容
シルバー回数券

（11枚綴）

若桜鉄道線内
（若桜駅～郡家駅）

2,940円 通年 満65歳以上の方を対象に販売。
※通常料金よりも1,260円お得

シルバー定期券
1カ月　　 3,000円
3カ月　　 9,000円
6カ月　　18,000円

通年
満65歳以上の方を対象に販売。
※月に12回以上利用される方
は、シルバー定期券がお得

往復乗り放題切符 760円 通年 1日乗り放題。
※参考：往復運賃840円

ファミリー乗車券 大人1名・小児1名で
760円 通年 1日乗り放題。

土曜・日曜・祝日のみの限定販売。

名　　称 対　象　者 実施時期 内　　　　容

定期券・回数券の販売促進
八頭高校前駅以遠
の定期券・回数券

購入者
通年

1 ヶ月定期券・回数券購入者には500円分のお買い物券
を進呈
3カ月以上定期券購入者には1,000円分のお買い物券を
進呈

町内・町外団体利用者への
プレゼント 8名以上の団体 通年 若桜鉄道を往復利用する団体にジュース又は弁天まん

じゅうをプレゼント

●
若
桜
鉄
道
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

　

若
桜
鉄
道
の
経
営
安
定
化
の
た
め
に
ご
支
援
く
だ

さ
い
。
年
会
費
は
個
人
３
、０
０
０
円
・
法
人
５
、

０
０
０
円
で
す
。

　

特
典
と
し
て
１
名
様
の
若
桜
駅
構
内
の
入
構
が
１

年
間
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
若
桜
鉄
道
応
援
団

　

若
桜
鉄
道
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
年
会
費
は
１
、０
０
０
円
で
す
。

　

特
典
と
し
て
若
桜
駅
～
郡
家
駅
間
の
１
日
フ
リ
ー

乗
車
券
が
付
い
て
い
ま
す
。

●
枕
木
オ
ー
ナ
ー

　

枕
木
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
本
５
、

０
０
０
円
で
枕
木
に
名
前
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
入
っ

た
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
３
年
間
で
す
。

「
若
桜
鉄
道
」の
時
刻
表
が

改
正
さ
れ
ま
す

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
時
刻
表
改
正
に
伴
い
、
若
桜
鉄
道
で

は
３
月
16
日
付
け
で
時
刻
表
改
正
を
行
い
ま
す
。
若
桜

駅
の
発
着
時
刻
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
が
お

間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

若桜鉄道列車時刻表（改正部分のみ）　平成25年3月16日改正　　　はＪＲ因美線

※太字部分が今回の改正箇所です。

鳥
取
・
郡
家
↓
若
桜

鳥 　 取 発 9時45分 22時18分
津 ノ 井 発 9時49分 22時23分
東 郡 家 発 9時55分 22時29分

郡 　 家
着 9時58分 22時32分
発 10時07分 22時37分

八頭高校前 発 10時09分 22時39分
因 幡 船 岡 発 10時12分 22時42分

隼 発 10時16分 22時45分
安 　 部 発 10時20分 22時49分
八 　 東 発 10時24分 22時54分
徳 　 丸 発 10時27分 22時57分
丹 　 比 発 10時30分 23時00分
若 　 桜 着 10時37分 23時07分

若
桜
↓
鳥
取
・
郡
家

若 　 桜 発 11時25分
丹 　 比 発 11時32分
徳 　 丸 発 11時36分

八 　 東 発 11時39分

安 　 部 発 11時43分
隼 発 11時47分

因 幡 船 岡 発 11時50分
八頭高校前 発 11時53分

郡 　 家
着 11時55分
発 11時58分

東 郡 家 発 12時02分
津 ノ 井 発 12時06分
鳥 　 取 着 12時11分
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雪かきの負担を減らしましょう！
～若桜町小型除雪機引渡式～

1月21日  月 〉〉〉

除雪作業時は安全第一を心がけましょう

　昨年度に引き続き、経済産業省の電源立地地域対策交

付金を活用して、除雪幅９０cm級小型除雪機を渕見集落

へ、１００cm級を大野・須澄集落へ、１２０cm級を　米

集落へ配備しました。�

　また、役場玄関前で行った引渡式の後、除雪機の使用

方法などについての講習を行いました。�

　安全には十分気をつけて運転していただくとともに、

集落で大切に使用していただきたいと思います。�

1月28日  月 〉〉〉

　長年、地域医療に貢献した方を表彰する「第４１回医療

功労賞」に若桜柿坂医院の柿坂紀武院長が選ばれました。�

　柿坂先生は「地域の数少ない医者として当たり前のこと

をしてきただけだと思います。今後の励みになります。」

と笑顔で語られました。�

　今後も若桜町の数少ない医師の一人として地域医療に

貢献していただきたいと思います。�

柿坂先生が医療功労賞を受賞

柿坂院長の長年の往診が表彰されました

1月28日  月 〉〉〉

　若桜町消防団第３分団に新しい消防車が引き渡されま

した。これまで使用してきた消防車を一新し、より規格

が大きくなりました。�

　新車両は、自動揚水システムを搭載し、揚水準備から

運転の全域にいたる配管各部の状況を把握できます。ま

た、ポンプ室上部の左右に、展開式ホース枠を装備し、

火災現場におけるホースの出し入れをスピーディーかつ

容易に行うことができるようになりました。さらに、後

部ボディー内には、２名の座席を確保し、計８人が乗車

可能です。�

　これにより、万が一、火災などが発生したときにはこ

れまで以上の活躍が期待されます。�

新しい消防車になりました！
～若桜町消防団第３分団～

第３分団へ引き渡されました

平
ピョン

昌
チャン

郡
グン

で若桜町のＰＲを行いました！

　若桜町役場職員４名が大韓民国江原道平昌郡を訪問し、大

関嶺雪花まつりの会場で若桜町の観光ＰＲと友好交流などを

行いました。�

　平昌郡は、若桜町と友好交流協定を締結しており、職員の

相互派遣や様々な分野での交流を進めているところです。今

回の広報活動などについても便宜を図っていただきました。�

　広報活動では、本町の特産品を持参し、試飲や試食をしても

らったり、韓国語の観光パンフレットを配布し若桜町の魅力をＰＲしました。�

　韓国の学校は冬休み期間中で、多くの家族連れでにぎわっていました。�

韓国を代表する冬のお祭り「大関嶺雪花まつり」

　赤松団地内に、おためし住宅（Ｈ２４-１）が完成しました。

�　この住宅は、県外から移住定住を検討されている方に、若

桜町の生活を体験していただく短期滞在用の1戸建住宅です。

　この住宅を利用して県外の方に若桜のことを知っていただ

き、移住活動の拠点としてもらう狙いで、１０月から（有）瀬

戸商店の施工で建設していました。�

　同じ目的の住宅を、隣にもう１棟建設中です。こちらは（有）

中村幹の施工で３月末に完成予定です。�

1月30日  水 〉〉〉

おためし住宅（Ｈ２４－１）が完成！若桜の生活が味わえるおためし住宅（Ｈ24-1）

1月29日  火 ～ 2月1日  金 〉〉〉

最新車両が導入されました

全国・中国中学校スキー大会に出場！
若桜学園生徒が活躍

　鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部で優秀な成

績をおさめた若桜学園の生徒５名が、わかさ氷ノ山スキー

場で開催された中国中学校スキー選手権大会に出場しま

した。アルペン競技の回転に出場した瀬戸鉄平さん（８年

生）は第２位に、クロスカントリー競技のクラシカルに出

場した大竹　豪さん（８年）は第１１位となり、いずれも

県内選手としては最高順位となる好成績でした。�

　また、富山県のたいらクロスカントリーコースなどで

開催された全国中学校スキー大会には３名が出場し、鳥

取県の代表として奮闘しました。�

中国大会に出場した（左から）山根さん、
大橋さん、瀬戸さん、大竹さん、大石さん

1月28日  月 ～ 30日  水 、2月2日  土 ～ 5日  火 〉〉〉

中国中学校スキー選手権大会出場選手　

大石風真（８年）・大竹　豪（８年）・大橋宗一郎（７年）・・・クロスカントリー競技（フリー・クラシカル）
瀬戸鉄平（８年）・・・アルペン競技（回転・大回転）
山根大輝（７年）・・・アルペン競技（回転）
全国中学校スキー大会出場選手

大石風真（８年）・大竹　豪（８年）・・・クロスカントリー競技（フリー・クラシカル）、男子リレー
瀬戸鉄平（８年）・・・アルペン競技（回転・大回転）
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若
桜
町
で
は
、「
あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ

運
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、

今
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
く
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

○
が
ん
ば
っ
た
こ
と
、
心
が
け
て
い
る
こ
と

前
期
（
１
年
生
～
４
年
生
）

92

・
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
は
相
手
の
顔
を

見
て
ニ
ッ
コ
リ
す
る
。

・
あ
い
さ
つ
を
家
族
に
し
て
い
る
。
自
分

の
方
が
先
に
あ
い
さ
つ
を
家
族
に
し
て

い
る
。

・
毎
日
、
地
域
の
方
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

・
で
き
る
だ
け
相
手
に
聞
こ
え
る
声
で
あ

い
さ
つ
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

中
期
（
５
年
生
～
７
年
生
）

・
あ
い
さ
つ
を
で
き
る
だ
け
自
分
か
ら
す

る
よ
う
に
す
る
。
て
い
ね
い
に
す
る
。

・
最
低
で
も
会
釈
は
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

後
期
（
８
年
生
・
９
年
生
）

○
地
域
の
方
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
こ
と

・
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た

と
き
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。（
１

年
生
）

・「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
後
に
「
学

校
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
こ
と
。（
２
年
生
）

・
元
気
に
笑
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
３
年
生
）

・
私
は
言
わ
な
く
て
も
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
れ
る
こ
と
。「
が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
て

き
て
」
と
言
わ
れ
る
。（
４
年
生
）

・「
大
き
い
声
だ
な
あ
」
と
言
っ
て
も
ら
え

た
。（
５
年
生
）

・
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
寒
い
な
あ
、
体

に
気
を
つ
け
て
な
あ
。（
６
年
生
）

・
気
分
が
少
し
暗
い
と
き
に
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
少
し
明
る
く
な
っ
た
。（
７
年
生
）

・「
大
き
く
な
っ
た
ね
え
。
今
、
何
年
生
だ

あ
」と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
８

年
生
）

・「
お
か
え
り
」
と
家
族
の
よ
う
に
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
る
。（
９
年
生
）

地
域
の
方
の
一
言
が
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
心
温
ま
る
「
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ

（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）」
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
運
動
」

広
が
っ
て
い
ま
す
か
？ 

あ
い
さ
つ
の
輪

とくとく商品券の若桜鉄道観光ＳＬ募金
６０万円を寄贈しました
～若桜町商工会・トスク若桜店より寄贈報告～

2月13日  水 〉〉〉

　若桜町商工会とトスク若桜店の「若桜鉄道観光ＳＬ募金付と

くとく商品券」をご購入頂きましたみなさまからお預かりしたＳ

Ｌ募金６０万円を若桜線ＳＬ運行委員会へ寄贈しました。�

　若桜鉄道に観光ＳＬを走らせる募金として、商品券１冊で

２００円の募金をお預かりしました。若桜町商工会分３６万円、

トスク若桜店分２４万円の合計６０万円が集まり、若桜町商工

会の木島儀弘会長・トスク若桜店の金谷武夫店長から、若桜線

ＳＬ運行委員会の藤原源市委員長・(株)若桜鉄道の原卓也社長

へ渡されました。�

　とくとく商品券をご購入頂きましたみなさまへ、寄贈のご報

告とご協力のお礼を申し上げます。多くの方にご寄付をいただ

きまして誠にありがとうございました。�

左から金谷店長、原社長、藤原委員長、木島会長
　　若桜鉄道の更なる発展に期待します

体育会表彰受賞
おめでとうございます

2月9日  土 〉〉〉

　八頭郡体育会表彰式が八頭町郡家公民館で行

われました。県大会や全国大会で優秀な成績を収

められた個人４８名・団体１８チームが受賞しま

した。若桜町からは７名の方がスポーツ賞（個人）

を授賞されました。受賞者の方は下記のとおりで

す。（敬称略）�

スポーツ賞　（個人）

氏　名 所　属 受賞事由

岩村　稔大 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会陸上競技の部　800 ｍ　第１位

中島　果穂 若桜学園 JOC ジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県選抜選手

盛田　玲未 若桜学園 JOC ジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県選抜選手

岡崎　留依 若桜学園 JOC ジュニアオリンピックカップ全国都道府県対抗中学バレーボール大会
鳥取県選抜選手

大石　風真 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部　クロスカントリー中学男子　
5km クラシカルの部　第 2 位　5km フリーの部　第 3 位　全国大会出場

大竹　　豪 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部　クロスカントリー中学男子　
5km クラシカルの部　第３位　全国大会出場

瀬戸　鉄平 若桜学園 鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部　
男子大回転　第 1 位 男子回転　第 1 位

　

２
月
16
日
（
土
）、

若
桜
幼
稚
園
と
若
桜

保
育
所
の
園
児
・
保
護
者

を
対
象
と
し
た
幼
保
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、
若

桜
学
園
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
」

は
、
鳥
取
県
在
住
の
元
保

育
士
さ
ん
２
人
組
で
、
遊

び
歌
を
中
心
と
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
活
動
を
全
国
各
地

で
繰
り
広
げ
活
躍
中
で
す
。

当
日
は
約
70
名
の
親
子
が

参
加
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ

よ
ん
の
歌
に
聞
き
入
っ
た

り
、
親
子
で
歌
遊
び
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
笑
顔
が

会
場
中
に
あ
ふ
れ
る
和
や

か
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
我
が
子

を
膝
の
上
に
の
せ
る
遊
び
も
あ
り
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
が
し
っ
か
り
と
で
き
ま
し

た
。
最
後
の
ア

ン
コ
ー
ル
曲
で

は
、
参
加
親
子

全
員
が
手
を
つ

な
ぎ
、
さ
く
ら

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
の
大
き
な
輪

を
作
り
ま
し
た
。

「
わ
か
さ
こ
ど
も

園
」
開
園
前
の

親
子
交
流
が
で

き
、
新
し
い
お
友
達
と
の
生
活
が
待
ち
遠

し
く
な
り
ま
し
た
。

さくらホールにひろがった“輪”

おっとっと！！

若桜町から７名の方が選ばれた表彰式

♪♬♪♪♬

♪♬♪♪♬
幼保交流フェスティバル
ロケットくれよんコンサート
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『縦覧制度』　納税者が自己の所有する土地・家屋の評価額が適正か
どうかを、縦覧帳簿に記載されている他の土地・家屋の評価額と比
較できる制度です。

『閲覧制度』　納税義務者が自己の資産について固定資産課税台帳に
登録された内容を確認できる制度です。また、借地人・借家人も借
用物件の課税台帳の閲覧ができます。

【縦覧・閲覧場所】若桜町役場税務課窓口
お問い合わせ先　☎ 0858（82）2234　ＩＰ☎９（82）2234

対　象　者 縦覧・閲覧に必要なもの 期　　　間 手　数　料

縦
覧

・固定資産税の納税者
・土地の納税者は土地の縦覧
・家屋の納税者は家屋の縦覧

・窓口に来られる方の運転免許
証や保険証などの身分証明書

・代理の場合は委任状

平成25年
４月１日～４月30日
 土日祝日を除く

無　料

閲
覧

・固定資産税の納税義務者
・納税管理人
・破産管財人など
・借地人、借家人

・窓口に来られる方の運転免許
証や保険証などの身分証明書

・代理の場合は委任状
・借地人 、借家人の場合は賃貸

借契約書など

平成 25 年
４月１日から通年
土日祝日を除く

縦覧期間中は無料
※課税台帳の写しは

１枚10円

　

平
成
21
年
度
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農

地
法
に
よ
り
、
標
準
小
作
料
制
度
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
今
ま
で
農
業
委
員
会

が
目
安
と
し
て
示
し
て
き
た
農
地
の
賃

借
料
『
標
準
農
地
リ
ー
ス
料
（
小
作
料
）』

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
改
正
農
地
法
第
52
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
実
際
の
農
地
の
貸

借
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
農
地
の
賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
に
締
結
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借
及
び

使
用
貸
借
（
賃
借
料
が
無
料
）
は
、
次

の
と
お
り
で
し
た
。 農

地
の

賃
借
料
情
報
の

提
供
に
つ
い
て

２
月
12
日
に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定�

６
件

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請�

１
件

・
平
成
25
年
度
農
作
業
標
準
賃
金
表

・
平
成
24
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
の
点
検･

評
価（
案
）

・
平
成
25
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
せ
に
向
け
た
活
動
計
画（
案
）

区　分 方　法 基　準 金額（税込み） 摘　　要
一 般 労 務 １日 ８時間 6,000 円～ 7,000 円 作業内容により決めてください

耕 う ん 請負 10a 当り 7,100 円 １窪 10a 以上の田 ２番すきは 60％8,100 円 １窪 10a 未満の田

代 か き 請負 10a 当り 5,500 円 １窪 10a 以上の田
6,500 円 １窪 10a 未満の田

育 苗 １箱 630 円 運搬別

機 械 田 植 請負 10a 当り 7,000 円 １窪 10a 以上の田
8,000 円 １窪 10a 未満の田

バ イ ン ダ ー 請負 10a 当り 8,000 円 １窪 10a 以上の田 紐付き・倒伏や湿田は増額9,400 円 １窪 10a 未満の田

コ ン バ イ ン 請負 10a 当り 15,000 円 １窪 10a 以上の田 倒伏や湿田の場合は増額17,000 円 １窪 10a 未満の田
脱 穀 請負 10a 当り 9,000 円 機械１人に付き

乾 燥 請負 60㎏当り
（乾燥後） 1,000 円 水分含有料（刈取時）

20％～ 24％を基準とする
※この表は、標準額を示したものですので、農地の形状、作業内容などにより、通常と異なる場合は、話し合いに

より決めてください
※けがなどがないよう十分注意し、安全な農作業を行いましょう     

平成25年度農作業標準賃金表

《地目：田》　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a 当り）
賃　　貸　　借 使用貸借

平均額 最高額 最低額 件数 件　数
8,100 円 15,000 円 3,000 円 12 件 46 件

《地目：畑》　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a 当り）
賃　　貸　　借 使用貸借

平均額 最高額 最低額 件数 件　数
3,333 円 5,000 円 2,000 円 3 件 3 件

☎
お問い合わせ先

農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

もうお済みですか？
確定申告 ☎

お問い合わせ先
税務課

（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

月 日 曜日 受付時間 場所 対象地域

３

4 月
9時～ 11時

保健センター 寺所・馬場・内町・あかまつ団地
13時～ 16時

5 火 9時～ 11時 保健センター 赤松・来見野・諸鹿

6 水
9時～ 11時

池 田 分 館 須澄・岩屋堂・吉川
13時～ 15時

7 木
9時～ 11時

池 田 分 館 栃原・中原・加地
13時～ 15時

8 金
9時～ 11時

池 田 分 館 大野・小船・落折・久曽木
13時～ 15時

11 月
9時～ 11時

保健センター 香田・長砂・湯原・
渕見・茗荷谷・ 米13時～ 16時

12 火
9時～ 11時

保健センター 大炊・岸野・糸白見・根安
13時～ 16時

13 水
9時～ 11時

保健センター 予備日
13時～ 16時

14 木
9時～ 11時

保健センター 予備日
13時～ 16時

15 金
9時～ 11時

保健センター 予備日
13時～ 16時

今
後
の
確
定
申
告
相
談
日
程

　所得税や町県民税の申告は３月15日（金）までです。まだ申告をされていない方は、期限
までに必ず済ませましょう。
　期限を過ぎて申告されると加算税がかかったり、申告をされていないと国民健康保険税・
後期高齢者医療保険料などの軽減措置が受けられなくなったりします。   

平成25年３月 10

平成25年度の
固定資産税についての
『縦覧』『閲覧』を
４月１日（月）から

開始します

　
「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」　

を
統
一
標
語
に
、
３
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間
、「
平
成
25

年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
季
節
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
住

民
自
ら
が
火
災
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
火
災
の
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
運
動
期
間
中
は
自
警
団
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ
点
検
や
防
火
水
槽
な
ど
の

水
利
点
検
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

４
つ
の
対
策 

　

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

　

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
。

　

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

春
季
全
国
火
災

予
防
運
動
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Q

A

　子どもが４年間住んだ賃貸アパートを退
去しました。敷金は１２万円でしたが、壁の
クロスやフローリングの張り替え、ハウス
クリーニングなどの費用を引かれ、数千円
しか返金されませんでした。部屋はきれい
に使用しており、特に傷んだ箇所もありま
せん。納得できません。

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

退
の
ス
円
い
ま

毎週火曜日 9時～16時
IP☎9(71)0822 ☎(71)0822（※いずれも相談専用ダイヤルです）

電話相談

毎週火曜日 9時～16時
地域福祉センター ドリーミー 2階

面談相談

役場町民福祉課
IP☎9(82)2232 
☎(82)2232・2233 

出前講座お申し込み先

　引越しの多い３月に多く寄せられる敷金返還の問題です。「敷金」は、
借主が家賃を滞納したり、不注意で物件を損傷しない限り（タバコ、ペッ
トによるものは借主負担です）返金されるべきものです。経年劣化や通
常の使用による傷みの修復は月々の家賃に含まれますので、請求明細
を出してもらい、検討し、交渉しましょう。国土交通省の「原状回復をめぐ
るガイドライン」が参考になります。

トラブルを防止するためには、
①契約前　必ず契約書の内容をよく検討してください。一方的に不利な特約は交渉し、だめ

なら他の物件にすることも必要です。

②入居前　必ず物件を家主（不動産業者）と立会確認し、既にあるキズやしみは写真に撮
るなど記録を残してください。

③退去時　家主（不動産業者）の立会を求め、借主の責任となる損傷があるかについて双
方で確認するなどが必要です。

　疑問に思われたら、若桜町消費生活相談窓口にご相談下さい。

☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９

IP ９（８２）２２１４

　

85
歳
以
上
は
４
人
中
１
人
に
そ
の
症

状
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
認
知
症
。
認
知

症
の
方
の
数
は
全
国
で
３
０
０
万
人
を

超
え
（
平
成
24
年
８
月
現
在
）、
２
年

後
の
平
成
27
年
に
は
３
４
５
万
人
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
、
記
憶
の
障
害
や

認
知
の
障
害
か
ら
不
安
に
陥
り
、
そ

の
結
果
身
近
な
人
や
近
隣
の
人
た
ち

と
の
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
身
近
な
人
の
理
解
や

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
が
あ
れ
ば
、

穏
や
か
に
、
住
み
な
れ
た
自
宅
で
の

生
活
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
も

事
実
で
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

住
民
の
手
で
創
る
こ
と
を
目
指
し
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）

の
養
成
を
全
国
で
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
ま
で
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
４
０
０
万
人
誕
生
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

若
桜
町
で
も
、
平
成
22
年
か
ら
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

き
、
平
成
24
年
12
月
末
現
在
で
、
約

１
６
０
名
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
を

特
別
に
や
っ
て
い
た
だ
く
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
付
き
合

い
方
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
上

で
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の

方
を
応
援
す
る
活
動
を
し
て
く
だ
さ

れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
友
人
や
家
族
に
認
知
症

に
つ
い
て
の
知
識
を
伝
え
る
。
認
知

症
に
な
っ
た
方
や
家
族
の
気
持
ち
を

理
解
す
る
よ
う
努
め
る
。
隣
人
あ
る

い
は
商
店
・
交
通
機
関
な
ど
で
、
ま

ち
で
生
活
す
る
人
・
働
く
人
と
し
て

で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
な
ど
、

活
動
内
容
は
そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
で
良

い
の
で
す
。
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

ご
存
知
で
す
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
き
ま
す

賃貸住宅の
敷金返還トラブル

　

地
震
後
に
発
生
す
る
こ
と
の
多
い
火
災
の
原

因
に
は
、
電
気
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
火
災
の
発
生
原

因
の
約
65
％
が
電
熱
機
器
、
電
気
機
器
等
の
電

気
に
よ
る
発
熱
体
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
、
地
震
火
災
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
時
の
被
害
軽
減
の
た
め
に
も
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○感震ブレーカーとは？

　感震ブレーカーは、地震を感知す
る信号が震度５などの設定値以上に
なった場合に、ブレーカーを遮断し
ます。火災を防止するために、ブレー
カーを落とそうと地震後に建物の中
に戻るのは非常に危険です。感震ブ
レーカーが設置されていれば、自動
的に電気を遮断できます。（用途に応
じて数種類あり価格は工事費込みで
2 万円～ 10 万円）

【配電盤タイプ】 【コンセントタイプ】

  
                     

地震対策

「ルモマコンセント」とは、地震の揺れ
を検知し、電気を自動遮断することによ
り、火事（火災）を未然に防ぐもので、
世界で初めて製造販売する、埋め込み型
コンセントです。

電気遮断機として
分電盤に設置例

ルモマ感震機能付きタイプ一般家庭取付例

従来コンセントを
取替えた設置例

（アース端子付き）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講
座
を
受
け

ら
れ
た
方
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
目
印
と
な
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

窓
口
で
す
。
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「認知症サポーターキャラバン」の
マスコット「ロバ隊長」

ご
存
知
で
す
か
？

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

　～
電
気
火
災
防
止
に

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
～
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今月の言葉　かなしいな　いじめられる子　いじめる子

　毎年美味しいと大変好評を頂いているこだわりの減塩味噌を参加者14名で作りました。
　また、昨年の味噌を使った料理で昼食をとり、市販の味噌では味わえない奥深い味わいと香り高い
本物の味噌を皆で楽しんだ１日でした。
　その後、14時から「フィットネスジャングル」より講師をお招きし、『高齢者健康体操』を行いました。

愛情こめて味噌づくり 手作り味噌・鍋料理

町
長

　
小
林  

昌
司

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場

10
年
ぶ
り
の
に
ぎ
わ
い

　

昨
年
の
11
月
24
日
、
国
道

４
８
２
号
の
渕
見
・
茗
荷
谷
バ

イ
パ
ス
が
開
通
し
、
関
係
者
一

同
喜
ん
で
お
り
ま
す
が
、
２
月

9
日
～
11
日
の
３
連
休
の
10

日
、
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
は
ス

キ
ー
ヤ
ー
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

久
々
に
リ
フ
ト
待
ち
の
長
い
列

も
で
き
ま
し
た
。

　

駐
車
場
は
全
部
満
車
状
態

で
、道
路
に
駐
車
の
列
が
並
び
、

10
年
前
の
賑
わ
い
に
帰
っ
た
よ

う
な
大
混
雑
で
、
駐
車
の
こ
と

で
役
場
の
方
に
苦
情
の
電
話
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
混
雑
は
、
何
と
言
っ

し
て
氷
ノ
山
の
魅
力
発
信
を
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
皆
様
方

と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

年
々
厳
し
く
な
る

特
別
会
計

　

平
成
25
年
度
予
算
編
成
も
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
編
成
し
、
３

月
８
日
か
ら
の
定
例
議
会
に
提

出
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
に
繰
出
し
す
る

額
が
年
々
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
以
前
か
ら
心
配
し
て

い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
例

え
ば
国
民
健
康
保
険
会
計
で

は
、
今
、
基
金
が
ゼ
ロ
に
近
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
一
人
あ
た

り
の
医
療
費
は
年
々
増
高
し
て

お
り
ま
す
。
逆
に
被
保
険
者
の

所
得
は
年
々
減
少
し
、
保
険
税

は
落
ち
込
み
が
ひ
ど
く
、結
局
、

一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
と

し
て
繰
出
し
を
し
て
予
算
を
編

成
し
て
お
り
ま
す
。

て
も
道
路
事
情
が
よ
く
な
っ
た

こ
と
も
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
県
の
県
土
整
備
部
に
は
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

１
月
９
日
～
11
日
は
岡
山
県

の
中
学
校
・
高
校
の
総
合
体
育

大
会（
ス
キ
ー
競
技
）、
１
月

28
日
～
30
日
は
中
国
中
学
校
・

高
等
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
、
１
月
26
日
の
町
ス
キ
ー
大

会
、
ま
た
３
月
に
は
氷
ノ
山
ア

ル
ペ
ン
競
技
大
会
も
開
催
予
定

で
す
。
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

大
会
関
係
者
も
宿
泊
し
て
い
ま

す
。
鳥
取
県
も
新
年
度
重
点
施

策
の「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」と

　

ま
た
、
水
道
会
計
に
し
て
も

基
金
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
し
て
、

補
修
工
事
や
改
良
工
事
の
補
助

金
以
外
は
一
般
会
計
か
ら
繰
出

し
し
て
、
工
事
を
執
行
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
内
の
17
施
設
は
老
朽
化
し

た
施
設
も
多
く
、
表
流
水
を
水

源
に
使
用
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
ま
す
。
今
後
、
簡
易
水
道
施

設
の
統
合
と
合
わ
せ
て
改
修
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
給
水

人
口
も
減
少
し
て
お
り
基
金
残

高
も
な
く
、
施
設
の
統
合
も
急

ぎ
ま
す
が
、
現
時
点
で
の
適
正

な
料
金
体
制
の
維
持
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
も
基

本
的
に
は
維
持
費
は
使
用
料
で

充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
人
口
の
減
少
と
未
接

続
家
庭
も
多
く
、
維
持
費
の
不

足
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
出
し

て
お
り
ま
す
。
未
接
続
の
家
庭

は
今
年
度
こ
そ
接
続
し
ま
し
ょ

う
。

　

一
般
会
計
で
は
、
皆
様
か
ら

の
税
金
は
年
々
減
少
し
、
逆
に

各
特
別
会
計
の
繰
出
し
が
増
加

し
ま
す
と
、
一
般
会
計
は
や
せ

細
り
、
皆
様
の
要
望
に
す
ぐ
に

応
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
予
想
さ

れ
頭
を
か
か
え
て
い
る
昨
今
で

あ
り
ま
す
。

鳥
取
若
桜
会
ふ
る
さ
と
を

思
い
総
会

　

去
る
２
月
10
日
、
ホ
ー
プ
ス

タ
ー
で
鳥
取
・
若
桜
会
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
員
60
名
が
ふ

る
さ
と
若
桜
を
思
い
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。

　

私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
若
桜
の
今
後
の

課
題
や
方
向
性
に
つ
い
て
も
、

挨
拶
の
中
で
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
役

員
改
選
が
あ
り
、
吉
田
幹
男
会

長
さ
ん
が
勇
退
さ
れ
、
新
し
く

中
尾
恭
治
さ
ん
が
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ふ
る
さ

と
若
桜
と
深
い
絆
で
結
ば
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

　
（
副
会
長
）村
江
清
志
、
山
根

末
広
、
谷
村
昌
代

多くの来客者で賑わった氷ノ山スキー場

★「健康料理教室・健康体操」１月３１日（木）★

★「小学生地域交流スキー教室」２月２日（土）★

無理のない運動を

楽しいスキー教室 初心者指導 ボーゲンの練習

学習した成果を披露 リフトに挑戦 昼食のカレーライス

　他地域交流事業として、今年度も若桜・岩美・八頭の三町で参加者52名が「氷ノ山」でスキーを
習いました。スキーが初めての子どももインストラクターによる、基本からのしっかりとした指導の
もと、お昼ごろには一人でリフトに乗れるようになり、皆がスキーを楽しんでいました。
　この教室では滑り方を学ぶだけでなく、集団生活のルールや規則も学びました。

平成25年３月15



平成25年３月17 平成25年３月 16

1

1 29 2 1

≪　文　学　≫ ≪　そ　の　他　≫

・散華の刻（とき） 佐伯　泰英 ・授業で役立つブックトーク 上島　陽子

・蒼翼の獅子たち 志茂田　景樹 ・情報の呼吸法 津田　大介

・55歳からのハローライフ 村上　龍 ・夜空の下で 益田　ミリ

・春はそこまで 志川　節子 ・採用基準 伊賀　泰代

・ぬけまいる 朝井　まかて ・日本の「情報と外交」 孫崎　享

・夢をかなえるゾウ　２ 水野　敬也 ・最新基本地図　2013 帝国書院

・論理爆弾 有栖川　有栖 ・一途一心、命をつなぐ 天野　篤

・世界から猫が消えたなら 川村　元気 ・ＳＨＩＯＲＩレシピ ＳＨＩＯＲＩ

・盤上の夜 宮内　悠介 ≪　ヤングアダルト　≫

・大いなる眠り レイモンド チャンドラー ・君と過ごす季節　春から夏へ 大崎　梢　ほか

・雪まんま あべ　美佳 ・オクサ・ポロック　１ アンヌ プリショタ

・５分で読める！ひと駅ストーリー 宝島社 ≪　児　童　書　≫

・信長影絵 津本　陽 ・ブンダバーと会ったなら くぼしま　りお

・泥棒たちの黙示録 赤川　次郎 ・ニルスが出会った物語　５ セルマ ラゲールレーヴ

・謎解きはディナーのあとで　３ 東川　篤哉 ・シノダ！消えた白ギツネを追え 富安　陽子

・長崎・有田殺人窯変 梓　林太郎 ・インドのひみつ 大石　容子

・笑うハーレキン 道尾　秀介 ≪　絵　本　≫

・火の国から愛と憎しみをこめて 西村　京太郎 ・３びきのかわいいオオカミ ユージーン トリビザス

・蔵前残照 鳥羽　亮 ・オニたいじ 森　絵都

・悪口のすゝめ 村松　友視 ・みんなのこびと なばた　としたか

・コレクション戦争と文学　12（闇） 浅田　次郎 ・つやっつやなす いわさ　ゆうこ

・「レ・ミゼラブル」百六景 鹿島　茂 ≪　郷　土　≫

・清川妙91歳の人生塾 清川　妙 ・あたらしいむかし話 田中　道宣

・大人の流儀　３ 伊集院　静 ・カジカガエルとさやかの河原 佐々木　智子

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　　着　　図　　書 2013. 1. 31 まで
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心臓のはたらきが活発になり、運
動効果が高まる。
体の緊張が開放され、ストレスが
解消される。
筋肉の衰えを防止し体力を強化。
自律神経のバランスがよくなり、
更年期障害を改善。
骨の老化予防により骨粗しょう症
予防。

ビート板を使ってみよう

　ビート板は主に、キックをする時に補助する
用具です。キックをする際に、腕を伸ばしてビー
ト板の上に手のひらを置いて持ちます。力を入
れて持つとビート板が沈んだり、身体のバラン
スが崩れたりして、泳ぎにくくなるので力を抜
いて持ちましょう。
　また、足に挟んで下半身を浮かせ、プルブイ

（ストローク練習用具）の代わりとして使用す
ることもできます。
　用具は無料でご利用いただけます。

水中運動のすすめ
体に良いこといっぱいです
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　 第10回 若 桜 氷 ノ 山 寿 大 学 を1月17日
（木）に公開講座として開催しました。
　はじめに、鳥取県未来づくり推進局県
民課　課長補佐　上川元張さんに「あな
たの声を県政に」と題して講演を聴きま
した。
　県は、県民に開かれた県政の礎を確かな
ものにするため、県民参画基本条例制定
に向けて検討中であること、特定の重要

自ら学習し教養を高めよう
第10回若桜氷ノ山寿大学

あなたの声を県政に
講師　上川元張　氏
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鶴
尾
句
会

　１月25日（金）17時半より、（株）ふるさと鹿
野の代表取締役長尾裕昭氏をお迎えし「住民主体
の地域づくり」と題して地域おこし講演会を開催
しました。長尾氏は、様々な活動を先頭に立って
展開されている鳥取県の地域おこしの先駆者とも
いえる方です。
　講演では、「人通りは、ない。通りは水の底の
ように静かで、・・・えも言えぬ気品をもった集
落なのである。」と司馬遼太郎の「街道をゆく」
という本の一説を紹介され「街全体は気品がある
が、人に気品が無いのが鹿野。その代表が私です。」
などとウィットとユーモアを交えながらの講演で

地域おこし講演会
～住民主体の地域づくり～

した。鹿野町の地域おこしは、平成12年に街づく
り協議会の準備会役員の６人が酒を酌み交わしな
がら鹿野の夢を語ったのが始まりだとのこと。地
域づくりの原点は「地域社会をよりよく創り変えて
いく力」「人と人がつながる力」「ふるさとを思う力

（心）」などの地育力
4 4 4

で、解決策は共通の ｢テーマ｣
探しが 必 要と
のこと。
　この講演内
容については、
若桜町地域お
こし協議会の

「 Ｗ Ｔ Ｐ だ よ
り」で広報さ
れる予定です。

住民主体のまちづくり
講師　長尾裕昭　氏

課題をめぐり住民投票制度の導入を検討
中であること、県政に関心を持ってもら
うために、いろんな広報手段を検討して
いることなどを説明されました。受講生
からは「高齢者はホームページを見るこ
とができない。主要施策・課題について
紙ベースで情報提供してもらいたい」な
どの意見が出されました。
　次に、教育委員会　岡﨑晋相主事に「若
桜町男女共同参画推進条例」についての講
演を聴き、講演の中で「今なお性別によ
る固定的な役割分担が残っている」のこ

とばに頷いて
いる受講生も
ありました。
　貴重な講演
を聴き県政及
び町政に積極
的に参加する
ことの大切さ
を学びました。若桜町男女共同参画推進条例

講師　岡﨑晋相　主事

　今年度最後となる第５回ナティキッズクラブを２月３日
（日）に開催しました。
　今回は、第18回西日本雪合戦大会出場に向けて参加者を
募り、ナティキッズで11名と３名の児童の参加協力を得て
２チームで参加することになりました。
　午前中は思考を凝らした雪合戦のフラッグ（旗）づくりと、
ルールの説明を受けました。
　昼食後、町民体育館で実践練習を行いました。子どもたちは初めての経験で不安もあったと思います
が、気分は戦闘モード全開。負けたくないという気持ちがひしひしと伝わってきます。大人チームとも
対戦するなど、２時間ほど汗を流しました。

西日本雪合戦大会へ出場！
第５回ナティキッズクラブ

近くに敵の気配が・・

第18回西日本雪合戦大会
フラッグ賞を受賞

　２月９日（土）に開催された
西日本雪合戦大会（ジュニアの
部）に出場し、両チームともに
善戦しました。
　優勝は逃しましたが、「スノー
ファイヤー」チームがフラッグ
賞を受賞しました。「おにＫＩＤＳ」チーム 「スノーファイヤー」チーム


